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はじめに
　日本貿易振興機構（ジェトロ）は、2009年度より東アフリカ諸国のエッセンシャルオイル等ナチュ
ラルプロダクツの対日輸出促進を目的としたプログラムを実施しています。
　日本ではまだあまり知られていませんが、東アフリカは世界でも有数のエッセンシャルオイル生産
地域です。本冊子では、ケニア、マダガスカル、タンザニア、ルワンダ、エチオピアで生産されるア
フリカ固有のオイルを中心に、現地での使われ方・ストーリーや香気分析結果等をご紹介します。

2011年 3月
日本貿易振興機構（ジェトロ）

貿易開発部　開発支援課

East African Aroma Oil Safari
紹介オイル産地分布図

■各オイルの主要成分、主要成分の機能、及び注意書は、財団法人食品分析開発センターSUNATEC（サナテック）の分析
結果によります。また、本冊子の作成にあたっては、ハーブ＆アロマアドバイザーの三上杏平氏にご協力を賜りました。

■本冊子に掲載している情報・写真は、アフリカ企業から提供を受けたサンプルの分析結果及び資料等を基にしており、必
ずしも各オイルの普遍的な情報ではありません。また、各オイルの機能についても、ジェトロが保証するものではありません。

■サンプルは、製造後日数が経過した後に分析にかけているものもあり、最良の結果を得られていないものもあります。
■ 本冊子の内容によって生じたトラブルについて、ジェトロでは一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。

エッセンシャルオイル

キャリアオイル
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イアリー カタフレイ

学　 名：Psiadia altissima
科　 名：キク科
生 産 国：マダガスカル
抽出部位：葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

学　 名：Cedrelopsis grevei
科　 名：クスノキ科
生 産 国：マダガスカル
抽出部位：樹皮
抽出方法：水蒸気蒸留法

新鮮な針葉樹系で暖かみをもつ爽やかな香気が特徴です。

植物の特徴・現地での使われ方
イアリーは高地に見られる小低木です。
その葉から採れるオイルは、伝統的には虫除けに用いられますが、
同時に呼吸器系・循環器系の治療や抗炎症剤としても現地では使
われています。また、精神面に良い影響を与えることでも注目さ
れており、このオイルはマダガスカル語で "Dingadingana" とも
呼ばれますが、これは「（長いためらいの後）決断する」という意
味です。

主要成分の機能
抗炎症、抗感染、抗リウマチ、抗けいれん、抗鼻粘液産生など

注意
特にありませんが、肌が弱い場合は皮膚が炎症を起こす場合があ
るため、皮膚に直接塗布する場合は十分希釈して使用することが
望ましいです。

木やバルサムのような香りのする心地よい香りがします。森林を
髣髴とさせる香気が特徴です。心身の疲れを回復させ、痛みを取
り除く作用が期待されます。

植物の特徴・現地での使われ方
カタフレイは、樹高が15mに達する木です。
その樹皮から採れるオイルは、明るい黄色またはオレンジ色をしており、現地では疲労、無気力、
リウマチ、関節炎などに効果があると考えられています。このオイルを用いて疲労回復のために背
骨に沿ってマッサージをしたり、ディフューザーに入れて使ったりしています。また、産後の強壮
剤としても用いられています。

主要成分の機能
抗炎症、強壮、抗リウマチ、鬱滞除去、鎮痛など

注意
妊娠中は使用しないでください。皮膚塗布する場合はキャリアオイルで十分希釈してください。

East African Aroma Oil Safari

ESSENTIAL OIL

Iary(Dingadingana) Katrafay

0 5 10 15 20 25 30 35

β- ピネン 34.82%

α- ピネン 6.83%
リモネン 7.74%
β- オシメン 9.42%

β- カリオフィレン 3.01%
リナロール 0.77%

モノテルペン炭化水素類
セスキテルペン炭化水素類
モノテルペンアルコール類   

テルピネン -４- オール 0.66%

主要成分

0 5 10 15 20

イシュワラン 17.43%

σ- エレメン 1.38%

コパエン 6.75%

セスキテルペン炭化水素類

σ-カジネン 5.00%

主要成分
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サロ

学　 名：Cinnamosma fragans
科　 名：カネラ科
生 産 国：マダガスカル
抽出部位：葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

弱いですがシネオール調の爽やかさを示す香気が特徴です。自信および決断力の形成、気分の高揚、
不安軽減が期待されます。

植物の特徴・現地での使われ方
マダガスカル原産のこの木は、年中緑色をしている芳香性の植物で、高さは5mほどです。木の
葉から採れるオイルは、とても魅力的で、みずみずしい、シネオールの香りがする無色に近い淡い
黄色をしています。
オイル名 "Mandravasarotra" はマダガスカル語で、「悪を一掃するもの」を意味します。その名の
とおり、このオイルには抗ウィルス作用、痰を吐き出させる作用、抗バクテリア作用、抗菌作用な
どがあると考えられており、現地では荒れたのどに一滴たらしたり、患部のマッサージに使われた
りしています。

主要成分の機能
抗菌、抗真菌、抗感染、抗ウィルス、去痰、抗炎症、免疫強壮など

注意
毒性の有る芳香成分を含んでいないため、坐薬、皮膚塗布など、どのような投与形態においても使
用可能です。

East African Aroma Oil Safari

ESSENTIAL OIL

SARO (Mandravasarotra)

0 5 10 15 20 25 30 35 40

1,8- シネオール 39.12%

α- ピネン 6.01%
βーピネン 7.02%
サビネン 10.29%

リモネン 4.44%

リナロール 3.64%

酸化物類
モノテルペン炭化水素類
モノテルペンアルコール類   

αーテルピネオール 6.95%
テルピネン -４- オール 4.32%

主要成分

ケニア・ミルラ

学　 名：Commiphora holtziana
科　 名：カンラン科
生 産 国：ケニア
抽出部位：樹脂
抽出方法：水蒸気蒸留法

スパイシーな土の香りに、麝香やアンバーを髣髴とさせる芳醇な香りが混合した、複雑な芳香が特
徴です。浄化や瞑想、儀式を目的とした薫香にも使用されます。

植物の特徴・現地での使われ方
ケニア・ミルラはケニア北部の乾燥した低木林の砂地に広く分布しています。乾燥した気候に適し
ており、1年のうちのほとんどは葉つけず、雨が降った後のほんの短い期間だけ、緑の葉をつけま
す。樹脂は木の割れ目から自然に、あるいは幼虫が掘った穴から染み出してきます。その性質は一
般的なミルラに似ていますが、ミルラよりも甘く柔らかで長く続く香りを持ち、シャープでフレッ
シュなミルラ・オイルの香りとは大きく異なります。浄化や瞑想、儀式を目的とした薫香にも使用
されます。香料業界では、固定剤にも用いられます。

現地では、傷の治療薬に用いられています。
樹脂を採取するのは遊牧民の仕事で、それは彼らの大切な
収入源です。樹脂は一旦採取されると地元業者に買い取ら
れ、医療用に中国へ輸出されています。

主要成分の機能
鎮痛作用、抗炎症作用など

Kenyan Myrrh

0 5 10 15 20 25

σ- エレメン　21.19%

セスキテルペン炭化水素類

コパエン 1.33%

ゲルマクレンD 20.59%

β- ブルボネン 6.20%

β- エレメン  5.40%

主要成分
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ニアウリ ブラック・フランキンセンス

学　 名：Melaleuca quinquenervia
科　 名：フトモモ科
生 産 国：マダガスカル、オーストラリア、ニューカレドニア
抽出部位：葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

学　 名：Boswellia neglecta
科　 名：カンラン科
生 産 国：ケニア、ソマリア、エチオピア
抽出部位：樹脂
抽出方法：水蒸気蒸留法

軽い甘みのある染みとおるような爽やかな香気が特徴です。頭をすっきりさせ心をリフレッシュし、
憂うつな気分を癒す効果が期待されます。

植物の特徴・現地での使われ方
淡い黄または緑色をしたオイルで、その性質はティートゥリー
に似ているとも言われます。
現地では静脈洞炎、気管支炎、インフルエンザ、咽頭炎などに
効果があると考えられており、マッサージオイルやディフュー
ザーとして使われています。

主要成分の機能
抗菌、抗真菌、抗感染、抗ウィルス作用、喘息、気管支炎、副鼻腔炎などの
気管支系の症状緩和など

注意
妊産婦やホルモン依存型がん疾患、乳腺症などには使用を避けてください。

East African Aroma Oil Safari

ESSENTIAL OIL

Niaouli Black Frankincense

主要成分

0 5 10 15 20 25 30 35 40

αーピネン +αーツジェン　35.97%

モノテルペン炭化水素類
モノテルペンアルコール類βーピネン　3.76%

テルピネンー 4- オール　6.87%

p- シメン　8.40%

0 5 10 15 20 25 30 35 40

1,8- シネオール 35.06%

酸化物類
モノテルペン炭化水素類
セスキテルペンアルコール類

α-ピネン 11.00%

β- ピネン 3.68%

α- テルピネオール 8.52%

ビリジフロロール 10.49%
trans- ネロリドール 5.35%

リモネン 9.31%

モノテルペンアルコール類

主要成分

フレッシュな樹木を感じさせる明るい香気が特徴です。浄化や瞑想、儀式を目的としたときのルー
ムフレグランスにも適しています。

植物の特徴・現地での使われ方
フランキンセンスという名前は、フランス語で「繁茂する」「自由で純粋な」「豊かな」などを意味する「フ
ラン」と、ラテン語で「煙」を意味する「インチェンスム」に由来します。フランキンセンスが使用さ
れたことを記す最古の記録は、紀元前15世紀のエジプト女王、ハトシェプストの墓に刻まれた碑文に
発見されています。
フランキンセンスはまた、オリバナム（「レバノンのオイル」の意）の名前でも知られています。
ブラック・フランキンセンスは小さなとげのある樹木で、ケニア北部やソマリア、エチオピアの乾燥し
た丘の斜面や岩場に生育しています。蜂が穴を掘った木の幹の中には黒い樹脂ができ、樹皮の表面か
らは自然に白い樹脂が染み出します。現地の遊牧民は、黒い樹脂をお香として家で焚き、白い樹脂のか
けらを噛んで歯を強くし、息をフレッシュにします。香水やスキンケア化粧品に多く用いられるとともに、
アロマテラピーでもリラックス目的で利用されています。樹脂は干ばつの時期に採取され、その収入は
現地の人々の生活の糧となっています。

主要成分の機能
鬱滞除去作用、抗炎症作用など
特に主成分であるα-ピネンには強壮作用があり、精神的、肉体的な衰弱に対する効果が期待されます。
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East African Aroma Oil Safari

ESSENTIAL OIL

ヘリクリサム・メール

ヘリクリサム・フィメール

学　 名：Helichrysum bracteiferum
科　 名：キク科
生 産 国：マダガスカル、南アフリカ、オーストラリア
抽出部位：葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

学　 名：Helichrysum gymnocephalum
科　 名：キク科
生 産 国：マダガスカル、南アフリカ、オーストラリア
抽出部位：葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

カンファー様で新鮮なハーブ調の香気が特徴で
す。心と神経の賦活化や心身疲労時の感受性の
復活、記憶力や集中力の増強が期待できます。

カンファー様で新鮮なハーブ調の香気が
特徴です。

植物の特徴・現地での使われ方
森のはずれや峡谷に生育し、茂みを形成
します。

主要成分の機能
鎮痛、抗感染、抗菌、去痰作用、鬱血除
去作用、免疫賦活化、ストレス緩和など

植物の特徴・現地での使われ方
高度1,000mの湿度の高い紅土に生育す
る、生命力の強い木です。この植物はし
ばしばヘリクリサム・メールと混同されま
すが、それぞれが異なる特徴的な香りを
持っています。

主要成分の機能
抗感染、抗菌、抗ウィルス、去痰作用、
免疫賦活化、鎮痛、ストレス緩和など

Helichryse male

Helichryse female

0 5 10 15 20

1,8- シネオール 15.34%

酸化物類
モノテルペン炭化水素類
セスキテルペン炭化水素類

α-ピネン 4.04%
β- ピネン 6.69%

ゲルマクレンD 3.11%

α- カリオフィレン 10.72%
β- カリオフィレン 7.23%

サビネン 2.26%
リモネン 3.40%

p- シメン 1.35%

0 10 20 30 40 50 60

1,8- シネオール 51.79%

酸化物類
モノテルペン炭化水素類
モノテルペンアルコール類

αーピネン 5.44%

βーピネン 3.50%

テルピネン -4- オール 4.67%

γ- テルピネン 3.36%

ｐ- シメン 4.34%

主要成分

主要成分

ブラック・ペッパー

学　 名：Piper nigrum
科　 名：コショウ科
生 産 国：マダガスカル、エチオピア、インド、インドネシア、スリランカ、オーストラリア
抽出部位：種子
抽出方法：水蒸気蒸留法

Black Pepper

0 5 10 15 20 25 30

β- カリオフィレン 25.02%

セスキテルペン炭化水素類
モノテルペン炭化水素類

α-ピネン 9.07%

β- ピネン 7.04%

β- フェランドレン  0.17%
α- フェランドレン  2.13%

3- カレン 7.66%

リモネン 9.87%
主要成分

スパイシーで刺激的な香気が特徴です。心と神経の賦活化や、心身疲労時の
感受性の復活、記憶力や集中力の増強が期待できます。

植物の特徴・現地での使われ方
ブラック・ペッパーの木は、高さ10mほどになります。
その種子から採れるオイルは、現地では食品用香料として用いられています。また、ブラック・ペッ
パー自体は世界的に食用として、また、加工食品の香り付けとしても用いられます。エチオピアの
上流階級では、チリ・ペッパーが生み出される以前はこのブラック・ペッパーが最も価値のあるス
パイスとして、重宝されていました。

主要成分の機能
強壮作用や胃腸など消化器官の活性化や、抗アレルギー作用、胃粘膜障害防護作用、胃酸分泌抑制
など

注意
長期間の使用、及び敏感肌への使用は避けてください。また、多量に用いると腎臓へ負担がかかる
ことがあります。
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ムフフ

学　 名：Brachyleana huillensis
科　 名：キク科
生 産 国：タンザニア
抽出部位：芯材
抽出方法：水蒸気蒸留法

やわらかく甘いベチバーのような香りの香気が特徴です。香水の保留剤などに用いられます。

植物の特徴・現地での使われ方
タンザニア原産のオイルで、その特徴はベチバーや
サンダルウッド・オイルに似ています。オイル自体
に粘着性があり、琥珀色、または茶色がかった黄色
をしています。"Muhuhu" というのは、スワヒリ語
名です。ムフフの木は樹高 10～ 18mの高木で、
中には30mに達するものもあり、生育する森では
張り出し屋根のように目立つ存在です。蒸留される
幹は最大で幅 60cmほどの大きさに成長します。
葉は刀身状で長さ10cmの細長い形をしています。
香りをかぐことでリラックスできると言われていま
すが、現地では、ジャスミンやローズ、イランイラ
ンオイルなどとブレンドされ、媚薬としても用いら
れています。

主要成分の機能
抗菌、リラックス、催淫作用など

East African Aroma Oil Safari

ESSENTIAL OIL

Muhuhu(Silver Oak)

0 5 10 15 20

α- アモルフェン  16.21%

セスキテルペン炭化水素類

σ-カジネン   4.54% 

カラメネン  5.05%

主要成分

ホワイト・ジンジャー・リリー（バタフライ・ジンジャー）

学　 名：Hedychium Coronarium
科　 名：ショウガ科
生 産 国：マダガスカル、インド、東南アジア
抽出部位：葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

百合の花の香りの奥にショウガに似たスパイシーな芳香を
有しています。

植物の特徴・現地での使われ方
ホワイト・ジンジャー・リリーは、塊茎のある地下茎を有
し、2mほどの高さまで成長する植物です。たくさんの葉
と、かわいらしい花をつけます。
この植物は、マダガスカルではその花の形が蝶に似ている
ことから、バタフライ・ジンジャーの名でも親しまれており、クリスマスの飾りに使われたりもし
ます。その葉から採れるオイルは、マダガスカルでは伝統的に、痛風やリウマチ、歯痛や胃の不調
を緩和するために用いられています。

主要成分の機能
鬱滞除去作用、抗炎症作用など
特に主成分であるβ - ピネンには強壮作用があり、精神的、肉体的な衰弱に対する効果が期待され
ます。

White Ginger Lily

0 5 10 15 20 25 30 35

β- ピネン　30.89%

モノテルペン炭化水素類

αーピネン　15.35%

ピノカルベオール　4.12%

1,8- シネオール　3.17%

βーカリオフィレンオキサイド　13.26%

ｐ- シメン　2.20%

酸化物類
モノテルペンアルコール類

主要成分
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ラヴィンツァラ ラベンサラ

学　 名：Cinnamomum camphora
科　 名：クスノキ科
生 産 国：マダガスカル
抽出部位：葉、小枝
抽出方法：水蒸気蒸留法

学　 名：Ravensara aromatica
科　 名：クスノキ科
生 産 国：マダガスカル
抽出部位：葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

染みとおるようなスパイシーな香りで、ローズマリーにやや類似した、しかしよりデリケートな香
気が特徴です。

植物の特徴・現地での使われ方
ラベンサラオイルは、明るい黄色のオイルです。
マダガスカルの森にはラベンサラの木がたくさん生育しています
が、木自体から香りがするため、森の動物たちがあまり近づかな
いとも言われています。現地の人々は、古くからこの植物を病気
の治療に用いています。現地では、インフルエンザなどのウイル
スや、にきび、疲労、ストレスなどに効果があるとされており、マッ
サージオイルやディフューザーに使われています。

主要成分の機能
抗炎症、抗ウィルス、抗菌作用など

ユーカリに似た、スーッとする爽快な香気が特徴です。神経のリラックス効果が期待されます。ま
た強い誘眠作用を有することが多くの臨床結果から検証されています。肌に対する刺激性が弱いこ
とも特長です。

植物の特徴・現地での使われ方
ラヴィンツァラオイルは、透明に近い薄い黄色のオイルです。現地
語で「ラヴィン」は「葉」、「ツァラ」は「良い」という意味です。
昔から、王様のいるところにはラヴィンツァラの木が生えていると
言われ、高貴な植物とされてきました。現地では無力症やウィルス
感染症、睡眠改善などに効果があるとされ、マッサージオイルやディ
フューザーに使われています。

主要成分の機能
抗ウィルス、抗菌作用など各種感染症への対応、呼吸器系への適応、抗アレルギー作用、抗腐敗作
用、抗喘息・鎮咳作用、去痰作用など

注意
肌への刺激が少ないので、特に注意すべき禁忌事項はありません。乳幼児の皮膚に塗布する場合は
植物油で十分希釈してください。

East African Aroma Oil Safari

ESSENTIAL OIL

Ravintsara Ravensara Aromatica

0 10 20 30 40 50

1,8- シネオール 44.90%

酸化物類
モノテルペン炭化水素類
モノテルペンアルコール類

α-ピネン  6.55%

β- ピネン  4.09%

α- テルピネオール 12.75%

リモネン  1.11%

サビネン  15.54%
主要成分

0 3 6 9 12 15

リモネン  12.96%

モノテルペン炭化水素類α-ピネン 5.17%

サビネン  9.35%

ゲルマクレンD 4.55%

3- カレン  6.45%

セスキテルペン炭化水素類

主要成分
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0 5 10 15 20

ダバノン 19.76%  

ケトン類
モノテルペン炭化水素類

α-ピネン 3.79%
サビネン  7.97%

リナロール 1.90%

ゲルマクレンD 2.88%
アロアロマデンドレン 0.37%

β- カリオフィレン 11.78%

セスキテルペン炭化水素類
モノテルペンアルコール類

主要成分

0 5 10 15 20

フェンコール 16.05%

モノテルペンアルコール類
酸化物類
モノテルペン炭化水素類

1,8- シネオール 8.93%
α- ピネン 8.88%

テルピネン -4- オール 3.97%

α- ベルガモテン 4.63%
β- ピネン 2.38%
カンフェン  2.45%

セスキテルペン炭化水素類

主要成分

ランタナ レレシュワ

学　 名：Lantana Camara
科　 名：クマツヅラ科
生 産 国：マダガスカル、エチオピア、中南米、インド
抽出部位：葉、小枝
抽出方法：水蒸気蒸留法

学　 名：Tarchonanthus Camphoratus
科　 名：キク科
生 産 国：ケニア、タンザニア
抽出部位：葉、花
抽出方法：水蒸気蒸留法

ハーバル調フローラルの爽やかな香気が特徴です。ラベンダーやゼラニウム、サンダルウッ
ド、フランキンセンス等とブレンドの相性が良いオイルです。

植物の特徴・現地での使われ方
レレシュワの木は高くて樹高6mまでにしかならない低木で、標高1,600～ 2,300mの高地に
生育します。
現地では、伝統的にいぶしたものを喘息や頭痛、そしてリウマチの吸入薬として使用しており、葉
と枝の煎じ汁やチンキは、胃の不調、腹部の痛み、頭痛や歯痛、喘息、気管支炎等の治療に使われ
ています。また、頭痛や喘息、気管支炎等を和らげるための温湿布にも利用されています。ケニア
の先住民族であるマサイ族が、動物を連れて歩いていた際、一頭の象がこの木に体をこすりつけて
いるのを発見し、よく見ると象の体には傷があったという話があり、この木の抽出物には傷を治す
効果があるのではないかと言われています。

主要成分の機能
抗菌、にきびの抑制、天然保存料、防虫など

注意
含有されるα - ベルガモテンには光毒性があるため、製油を塗布した場合は直射日光（紫外線）を
避けるなどの注意が必要です。

ウッディな草の香り、ややツーンと刺激する香りが特徴です。安心感の増幅が期待できます。

植物の特徴・現地での使われ方
ランタナは高さ2～3mの低木常緑樹で、茎にはとげがあります。
東アフリカの高度1,900m一帯に広がり、広大な深い茂みを形
成します。
赤、ピンクイエロー、白、黄色とカラフルな色の花を咲かせます。
東アフリカの人々は、この葉を噛んで歯痛を和らげています。また、
葉を燃やした際に出る灰に少量の砂糖をまぜて、咳やのどの痛み、
歯痛の治療薬として用いたりもしています。

主要成分の機能
瘢痕形成（創傷治癒）作用、肝臓強壮作用、胆汁分泌促進、リン
パ強壮作用、静脈強壮作用など

注意
主成分タバノンはケトン類であり、ケトン類は神経毒性および子宮の筋肉収縮作用があることから、
多量に投与すると流産の危険性があるため、乳幼児、妊婦、授乳中の女性及びてんかんの患者への
使用については注意してください。

East African Aroma Oil Safari

ESSENTIAL OIL

Lantana Camara Leleshwa
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東アフリカで採れるその他のエッセンシャルオイル

East African Aroma Oil Safari

ESSENTIAL OIL

学　 名：Cymbopogon nardus rendle
科　 名：イネ科
生 産 国：マダガスカル、インド
抽出部位：全草
抽出方法：水蒸気蒸留法

シトロネラ
Citronnelle

学　 名：Cymbopogon citratus
科　 名：イネ科
生 産 国：エチオピア、マダガスカル、ケニア
抽出部位：葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

レモングラス
Lemon Grass

シトロネラは温帯地域のいたるところに豊富に
見られます。マダガスカルでは、高度の低いと
ころから高いところまで、畑や道路でも見受け
られます。

エチオピアでは、レモングラス
の葉は香料として用いられるだ
けでなく、胸部及び胃の不快感
の軽減のために用いられます。
バターを作る際の香り付けに葉
を加えたり、また、胃の不快感
を抑えるために、コーヒー豆と
一緒に挽いたりもします。

学　 名：Eugenia caryophyllata
科　 名：フトモモ科
生 産 国：タンザニア、マダガスカル
抽出部位：つぼみ、茎、葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

Clove Bud (Bud, Stem, Leaf)
クローブ（バッド、ステム、リーフ）

クローブオイルには殺菌作用があると言われてお
り、東アフリカではケチャップやソーセージの保存
料としても用いられています。

ジャスミンに似た香りのする、黄色
いオイルです。トイレタリー用品、
料理、ディフューザー用、マッサー
ジ、香水の原料や、パーソナルケア
用品にも用いられます。

Cinnamon (leaf/bark)
シナモン（リーフ、バーク）

学　 名：Cinnamomum zeylanicum/Cinnamomum verum
科　 名：クスノキ科
生 産 国：スリランカ、タンザニア、マダガスカル、ケニア
抽出部位：葉、小枝、樹皮
抽出方法：水蒸気蒸留法

リーフはアロマセラピーや
食品の風味づけ、香水と、
幅広く用いられています。
バークは幹の内皮を蒸留し
て 2000 年以上も昔から
用いられています。

ゼラニウム・ブルボン

学　 名：Pelargonium roseum
科　 名：フウロソウ科
生 産 国：エジプト、マダガスカル
抽出部位：葉、茎
抽出方法：水蒸気蒸留法

Geranium Bourbon
レユニオン島でも栽培されるゼラニ
ウム・ブルボンは、香りがローズに
似ているため、高価なローズオイル
の代替品ともなります。

学　 名：Cananga odorata
科　 名：バンレイシ科
生 産 国：マダガスカル、東南アジア
抽出部位：花
抽出方法：水蒸気蒸留法

イランイラン
Ylang Ylang

学　 名：Tagetes minuta
科　 名：キク科
生 産 国：南米、マダガスカル、南アフリカ、ルワンダ
抽出部位：花、葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

タジェット
Tagetes

学　 名：Eucalyptus citriodora/Eucalyptus globulus
科　 名：フトモモ科
生 産 国：citriodora: オーストラリア、ヨーロッパ、アメリカ、中南米、マダガスカル

globurus: オーストラリア、ポルトガル、スリランカ、マダガスカル、北アフリカ、南アフリカ
抽出部位：葉
抽出方法：水蒸気蒸留法

ユーカリ（シトリオドラ、グロブルス）

Citriodora/Globulus
ユーカリには600種類あると言
われており、うち30種類は医療
用として使われてきています。葉
から採れるオイルは、東アフリカ
では風邪や咳、インフルエンザや
喘息の薬として用いられています。

マダガスカルでは、タジェット
は高原や荒地に生育します。毎
年春に芽を出し、直径5cmか
ら8cmの花をつけます。

学 名 / 科 名：Citrus hystrix/ ミカン科
生  産  国：東南アジア、マダガスカル
抽出部位/抽出方法：葉 /水蒸気蒸留法

カフィルライム Combava

学 名 / 科 名：Curucuma longa/ ショウガ科
生  産  国：南アジア、マダガスカル
抽出部位/抽出方法：根茎 /水蒸気蒸留法

クルクミン Curcuma

学 名 / 科 名：Vetiveria zizanioides/ イネ科
生  産  国：マダガスカル
抽出部位/抽出方法：根 /水蒸気蒸留法

ベチバー Vetiver
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ケープチェストナッツ

学　 名：Calodendrum Capense
科　 名：ミカン科
生 産 国：ケニア
抽出部位：種子
抽出方法：低温圧搾法

East African Aroma Oil Safari

CARRIER OIL

Cape Chestnut

植物の特徴・現地での使われ方
樹高20mの半落葉樹で、標高1,600～ 2,300mの高地に生育します。
ケープチェストナッツ・オイルは、種から抽出されるシードオイルです。高山の傾斜地にある乾い
た森に生育しており、ケニア最高峰、アフリカ全土でもタンザニアのキリマンジャロに次ぐ標高
5,199mのケニア山で多数見られます。ピンク色のかわいらしい花をつけるため、満開の頃には
森全体がピンク色で鮮やかに彩られます。
収穫された種は砕いた後に太陽の下にさらされ、オイルは低温圧搾法により抽出されます。
ケープチェストナッツ・オイルは、伝統的には現地の植物学者や医学者によって、皮膚疾患を治す
ための軟膏として用いられてきました。現在は、その低粘着性とほのかな香りを生かして現地では
マッサージオイルのベースオイルや、フェイスク
リームなどの化粧品原料に利用されています。
この種を収集するのは、現地の女性たちです。種
はコーヒー豆と同等の価格で販売され、小さな土
地しか持たない貧しい人々も、これにより収入を
得ています。

植物の特徴・現地での使われ方
熱帯アジア原産の植物です。マダ
ガスカルでは、水分を含んだタマ
ヌの実は、食べ物または医療用と
して、伝統的に重宝されています。
タマヌという名前は、この木を神聖なものとするタヒチの
人々がつけたものです。

タマヌ

学　 名：Calophyllum inophyllum
科　 名：オトギリソウ科
生 産 国：熱帯アジア、マダガスカル
抽出部位：実
抽出方法：低温圧搾法

Calophyllum

リンシード（アマニ） Linseed

東アフリカで採れるその他のキャリアオイル

学名/科名：Nigella sativa/ キンポウゲ科
生 産 国：エチオピアブラック・クミン Black Cumin

学名 /科名：Sesamum indicum/ ゴマ科
生 産 国：エチオピアセサミ Sesame

ケープチェストナッツオイル脂肪酸プロフィール

型 酸 類 含有量（%）
C14:0 ミリスチン酸 痕跡
C16:0 パルミチン酸 17.4
C16:1n-7 パルミトレイン酸 0.4
C18:0 ステアリン酸 5.5
C18:1 オレイン酸 42.7
C18:2n-6 リノール酸 31.8
C18:3n-3 リノレン酸 0.9
C20:0 アラキジン酸 0.5
C22:0 エルカ酸 0.1

ケニアでは、ケープ
チェストナッツの木
が描かれた切手が使
われています。

資料提供：Arbor Oils of Africa

学名 /科名：Linum usitatissimum/ アマ科
生 産 国：エチオピア
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東アフリカ エッセンシャルオイル企業ダイレクトリー

East African Aroma Oil Safari

アロマセラピー業界ではその甘い木の香りがリラック
ス効果を生むとして人気が高まってきているフランキ
ンセンス。フランキンセンスと一口に言っても、実は
何種類もあるといわれています（図1）。日本で一般的
によく知られているのはBoswellia carterii ですが、
以下の4種が蒸留してエッセンシャルオイルに使われています。

上記のフランキンセンスは、それぞれが特徴ある強い香りと独自の性質を持っており、その効
能もさまざまです。なお本冊子では、Boswellia neglecta をブラック・フランキンセンスと
してご紹介しています。

フランキンセンスいろいろ

生物多様性保全とエッセンシャルオイル～アフリカン・サンダルウッドの事例～

Boswellia carterii（ボスウェリア・カルテリイ）̶Beeyo（ビーヨ）
Boswellia frereana（ボスウェリア・フレレアナ）̶Maydi（メイディ）
Boswellia neglecta（ボスウェリア・ネグレクタ）̶Olibanium（オリバニウム）
Boswellia rivea（ボスウェリア・リヴェア）

COLUMN 1

COLUMN 2

図1

東アフリカのエッセンシャルオイ
ル企業の中には、「生物多様性保全
配慮企業」として非営利団体から
認定を受けているところもある。

資料提供：Lubanchem Ltd.

心を鎮めるような香りが特徴のサンダルウッド・オ
イルは、インドが生産地として有名ですが、東アフ
リカにも「アフリカン・サンダルウッド」とよばれ
る多年生の高木が生育しています。この木から抽出
されるサンダルウッド・オイルには、リラックスを
促す効果があるとされており、タンザニアでは安眠

や、イライラを抑制させるために用いられています。
一方で、サンダルウッドは世界的に枯渇危惧植物として入手が困難とされており、アフリカで
も同様の問題に直面しています。タンザニアでは、森林保全の
ため2010年にアフリカン・サンダルウッドオイルの採油が政
府により禁止されました。
こうした問題は、アフリカン・サンダルウッドに限らず、植物
原料である全てのエッセンシャルオイルに起こりうることです。
東アフリカでは、各国オーガニック団体が共同で違法伐採を統
制するなど、生態系破壊が起こらないような取組みが行われて
おり、また各企業も、現地の環境保全NGOと共同で原料植物
を管理するなど、持続可能なビジネスに積極的に取り組んでい
ます。

日本語名：アフリカン・サンダルウッド
英 語 名：African Sandalwood
学　 名：Osyris lanceolata
生 産 国：タンザニア
抽出部位：芯材
抽出方法：水蒸気蒸留法
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East African Aroma Oil Safari

会社名 Ol Turesh Safari Company T/A Arbor Oils of Africa
主な輸出先 イギリス
ウェブサイト www.oilsafrica.com
コンタクトパーソン、部署 Ms Hilary Sommerlatte, All　英語対応可
電話／ FAX 254-7140-53917／̶
Eメールアドレス info@oilsafrica.com
住所 P.O. Box 24, Naro Moru 10105, Kenya

会社名 Lubanchem Ltd.
主な輸出先 アメリカ、イギリス、スイス、ドイツ、フランス、日本
ウェブサイト www.lubanchem.com
コンタクトパーソン、部署 Ms Sadqa Haq, Managing Director　

英語対応可
電話／ FAX 254-20-535177・559701

／ 254-20-536111
Eメールアドレス sadqa@africaonline.co.ke
住所 Shimo La Tewa Road, Industrial Area. 

NAIROBI.
PO Box 43553, GPO 00100, Nairobi

会社名 ROYAL OILS FROM AFRICA
C/O LILY PROPERTIES LIMITED

コンタクトパーソン、部署 Ms. ELIZABETH WAKARI MWANGI AND 
Ms. CATHERINE WAITHERA DENYEKO, 
SALES AND MARKETING 英語対応可

電話／ FAX 254729250002・254722260037/̶
Eメールアドレス lilypropertiesltd@yahoo.com
住所 ROYAL OILS FROM AFRICA C/O LILY 

PROPERTIES LIMITED P O BOX 22106 ‒ 
00200 NAIROBI KENYA.

Lubanchem Ltd.

Royal Oils from Africa
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東アフリカ エッセンシャルオイル企業ダイレクトリー

会社名 AGRICO BIOINDUSTRY/AGRICO
主な輸出先 ヨーロッパ
ウェブサイト www.agrico-group.mg

 (Data not updated)
コンタクトパーソン、部署 Mr Bob ANDRIAMIFIDY　英語対応可
電話／ FAX 261-32-07-611-36

／ 261-20-22-269-21
Eメールアドレス bob@agrico-group.com
住所 9 rue Indirà Gandhi Tsaralalana, 

Antananarivo 101, Madagascar

AGRICO

主な製品
Boswellia neglecta
Commiphora Myrrha
Cape Chestnut
Bush Craft
Cinnamon Soap Bowl
Blue Label Soap Bowl
Freankincense Nourishing Cream
Mosquito Repellent
Oils Africa

主な製品
Eucalyptus
Geranium
Leleshwa
Tea Tree
Matathi(Cassia Fistula)
Lemon Grass
Myrrh
Frankincense(Olibanum)

主な製品
Frankincense (carterii)
Frankincense (frereana)
Frankincense (neglecta)
Myrrh
Opopanax
Rosemary
Neroli
Cinnamon Leaf
Leleshwa
Geranium
Ginger
Clove stem
Wild cape chestnut
Shea butter
Moringa
Baobab
Frankincense Hydrating Cream
Frankincense Nourishing Cream
Frankincense Body Toning Cream
Lala Salama Massage Oil
Maisha Massage Oil
Raha Massage Oil
Joto Massage Oil
Melile Massage Oil
Frankincense Hydrosol
Leleshwa Hydrosol
Lavender Soap
Cinnamon Soap
Frankincense and Myrrh Soap
Chamomile and Geranium Soap
Sheanut butter 60% Face Soap

主な製品
Geranium bio
Geranium CONV
Ravintsara
Lemon Grass
Cedrelopsis
Ylang 1
Eucalyptus Globulus
Eucalyptus Citriodora
Vetiver
Niaouli
Hedychium
Saro
Ravensara Aromatica
Cannelle Ecorce

ルーバンケム

ロイヤル・オイルズ・フロム・アフリカ

Arbor Oils of Africa
アーバー・オイルズ・オブ・アフリカ

KE01

KE02

KE03

MA01

アグリコ

会社名 BIOESOIL of Madagascar
主な輸出先 ヨーロッパ
ウェブサイト www.bioesoil.com
コンタクトパーソン、部署 Mr Olivier RAKOTOSON, Manager

英語対応可
電話／ FAX 261-33-02-807-49／̶
Eメールアドレス contact@bioesoil.com
住所 LOT II A 14 AN Amboditsiry

BIO.ES.OIL
主な製品
Eucalyptus citriodora
Citronnelle
Helichrysum gymnocephallum
Lemongrass
Niaouli
Lantana camara
Poivrenor
Girofle clou
Katrafay
Geranium
Ravensara
Saro
Ylang-Ylang
Helychrise Bractei
Ravintsara
JOJOBA
FORA
Psiadia
Baume Ravintsara
Baume Niaouli
Baume helichryse

MA03

ビオ・エス・オイル

会社名 Aroma Forest S.a.r.l (Label CBD)
主な輸出先 ベルギー、ドイツ、アメリカ、フランス
ウェブサイト www.huiles-essentielles-madgascar.com
コンタクトパーソン、部署 Mr Ravalo, Export & Sales　英語対応可
電話／ FAX 261-20-22-674-90／̶
Eメールアドレス labelcbd@mate.mg
住所 Lot II M 90 Antsakaviro 

Antananarivo 101

Aroma Forest

主な製品
Ylang-Ylang I
Ylang-Ylang II
Ylang-Ylang III
Ylang-Ylang Complete
Ravensara
Ravintsara
Saro
Iary
Niaouli
Cinnamon bark

アロマ・フォレスト
MA02



Madagascar
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East African Aroma Oil Safari東アフリカ エッセンシャルオイル企業ダイレクトリー

会社名 RANDRIAMBOLOLONA CHARLES TRADING
 (RC TRADING)

主な輸出先 フランス
コンタクトパーソン、部署 Mr RANDRIAMBOLOLONA　英語対応可
電話／ FAX 261-20-22-353-63

／ 261-20-22-353-63
Eメールアドレス contact@rctrading.net
住所 Headoffice: Lot IAV 272 Andramanja 

Iavoloha, Antananarivo (102) MADAGASCAR
Administrative Headquarter: 
BP 5038 - 7 rue Rakotoson toto 
Radona Antsahavola, 
Antananarivo (101) MADAGASCAR

RC Trading
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主な製品
Cannelle Feuilles
Lantana camara
Clous de girofle
Ravensara aromatica
Citriodora
Katrafay
Niaouli
Poivre Noir
Ravintsara
Mandravasarotra
Ylang 3

Tanzania

会社名 Equator Natural Essential Oils
主な輸出先 南アフリカ、中国、インド
コンタクトパーソン、部署 Mr. Brown Mnaya, Managing Director　英語対応可
電話／ FAX 255-713-615100／255-732-920085
Eメールアドレス eneoltd@hotmail.com
住所 P.O. Box 16510 Dar es Salaam Tanzania

会社名 Zanzibar State Trading Corporation
主な輸出先 ヨーロッパ
ウェブサイト http://www.zstczanzibar.com/
コンタクトパーソン、部署 Mr. Nassib S. Omar, CEO & Managing Director 

英語対応可
電話／ FAX 255-0777-428825

／ 255-024-2231550
Eメールアドレス info@zanzibararomatics.co.tz
住所 P.O. Box 26 Zanzibar
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主な製品
Muhuhu

主な製品
Clove Stem
Clove Bud
Cinnamon Leaf
Eucalyptus Citriodora

Rwanda

会社名 Ikirezi Natural Products
主な輸出先 ヨーロッパ
ウェブサイト www.ikirezi.com
コンタクトパーソン、部署 Mr. Nicholas Hitimana, Managing Director 英語対応可
電話／ FAX 250-0830-5593／
Eメールアドレス nicholas@ikirezi.com
住所 BP 7446 Kigali, Rwanda
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主な製品
Geranium
Lemongrass
Eucalyptus

Ethiopia

会社名 Ariti Herbal
ウェブサイト www.aritiherbal.com
コンタクトパーソン、部署 Mr. Ermias Dagne 英語対応可
電話／ FAX 251-0911-645303・202236／̶
Eメールアドレス edagne@etionet.et / edagne@yahoo.com
住所 Mickey Leyland Rd, Addis Ababa, Ethiopia

エ
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主な製品
Citoronella
Eucalyptus Citriodora
Eucalyptus Globulus
Frankincense Rivae
Frankincense Neglecta
Lemongrass
Myrrh
Rose mary
Sesame
Linseed
Black Cumin

アール･シー･トレーディング
MA06

アリティ・ハーバル

イキレジ

イクエーター ･ナチュラル・エッセンシャルオイルズ

ザンジバル ･ステート・トレーディング・コーポレーション

会社名 Homeopharma
主な輸出先 ベルギー、フランス
ウェブサイト http://www.madagascar-homeopharma.com/english/1_home.php
コンタクトパーソン、部署 Ms. RAMANANTSOA HOLISOA, EXPORT　英語対応可
電話／ FAX 261-20-22-269-34/261-20-22-613-17
Eメールアドレス homeodie@homeopharma.mg
住所 Lot II M 85 C Antsakaviro Antananarivo 

MADAGASCAR

Homeopharma

主な製品
Citriodora
Helichryse
Katrafay
Niaouli
Saro
Ravintsara
Ylang

ホメオファーマ
MA05

Ariti Herbal ET01

ikirezi RW01

Equator Natural Essential Oils TA01

Zanzibar State Trading Corporation TA02

会社名 Essential Oils of Madagascar (EOM)
主な輸出先 フランス
コンタクトパーソン、部署 Mr RABARY Toky Henintsoa, Export & Sales

英語対応不可
電話／ FAX 261-33-11-708-78／̶
Eメールアドレス eommada@hotmail.fr
住所 13,rue Rabary Antsahavola, 

Antananarivo 101 - MADAGASCAR

Essential Oils of Madagascar

主な製品
Ravensara
Niaouli
Helichryse(male)
Helichryse(female)

MA04

エッセシャル・オイルズ・オブ・マダガスカル




